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 論文審査の結果の要旨
 近年,対称中心を持たない強磁性結晶において,100A以上におよぶ長周期のヘリカルスピン
 構造が見出されており,この長周期構造は,強磁性相互作用に,反対称交換相互作用(Dzyalo-
 shinsky-Moriya(D-M)相互作用)が加わることにより出現すると考えられている。今迄実
 験・理論両面から最も精力的に調べられたのはMnSiについてであるが,転移点近傍に異常相
 “A"が現われる等,現在の理論では説明できない部分も多い。
 本研究では,MnSiと同じB20型構造の強磁性体Fe1.、Co、Siをとり上げ,この種金属磁性体
 における反対称相互作用の性質およびこの系に特有の弱い強磁性の成り立ちについて調べてい
 る。
 まず,Fe1.x1Co、Si系の種々の組成について単結晶を作成した。これについてX線回折を行
 い,これらの結晶が左手系B20型であることを確かめた後,長波長偏極中性子回折により,長
 周期ヘリカル構造の巻き方が右巻きであることを見出した。これらの実験事実よりFe1.、Co、Si
 系においては,D-M相互作用の符号が,全系において正であり,MnSiとは逆であることを示
 した。また,この結果と磁化過程の精密測定よP,D-M相互作用はx=0.2で最大となること
 がわかった。これらの研究過程において,Fel.、Co、Si系では,ヘリカル構造の異方性が小さく,
 一定以上の磁場を印加するとその方向にヘリカル構造が向き直り,磁場を0にしても安定に残
 ることを見出した。この性質を用いて,磁化の温度変化および残留磁化の測定により,転移点
 直下の異常相“A"がFe玉一。Co。Siでも存在することを示し,これがB20型結晶に共通のもので
 あることを示した。またA相の磁気構造が,磁化とは直角方向に進む長周期構造であることを
 見出した。これらの実験事実の解釈において,磁化過程のかなりの部分およびヘリカル構造の
 異方性等は,現有の理論で説明できることを示したが,異常相“A"の出現等については,新し
 い理論的研究をまたねばならないことを示した。次いで,Fe1..Co。Si系の強磁性については,
 強磁場における磁化率が,現有のバンド計算にrlgidballd模型を適用して,定性的に説明でき
 ること,また偏極中性子回折により得られた磁化の空間分布からこの強磁性が,殆ど3d電子で
 担われていること,空間的に広がった分布を持つ負の磁化が存在することも示した。
 以上のように本研究は,金属磁性体の性質について,特に,反対称交換相互作用について,
 貴重な知見を与えるものであり,石本賢一が,自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能
 力と学識を有することを示すものである。よって,石本賢一提出の論文は,理学博士の学位論
 文として合格と認める。
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